
ご不明点等について
は、お気軽にお問い
合わせください！

千葉商科大学 地方就労体験型ゼミ合宿事業開催！

釧路市では、市外大学等のゼミ合宿やインターンシップなどの受け入れを積極
的に行っています。このような中、千葉商科大学と連携し本事業を進めています。
今年9月に実施し市内4社が6名の受入を行っており、今回は2回目となります。
9月開催では、参加した学生、企業双方からの高い評価をいただいたところです。

本事業は大学での学びと、学生が地域に直接触れることによる経験とを結び
つけることで、学生のキャリア形成につなげることを目的とした実践型研修です。

この度、就労体験にご協力いただける市内企業を募集します。

対象企業

受入期間

①令和８年１月2７日（火）から令和８年２月１０日（水）までの１５日間
②令和８年２月９日（火）から令和８年２月25日（水）までの１５日間

募集企業数

各日程最大１５社

大学生就労体験
受入企業大募集！！

申込方法

下記URL、もしくは右QRコードから、お申込みください。

https://logoform.jp/form/5Kjn/1342153

令和７年１２月１６日（火）まで

申込締切

※学生の申込数等により募集企業数が変動する可能性があります。

※なお、①②ともに初日は参加学生による全体オリエンテーション、２月２５日は就労体
験を通じた全体成果発表会を実施。①の日程で参加した学生はオンラインで参加予定。

※全体オリエンテーション、全体成果発表会は極力ご参加ください。

【問合せ先】 釧路市 マーケティング戦略室 担当：藤川
ＴＥＬ：０１５４－６８－５９４９ / メール：ma-marketing@city.kushiro.lg.jp

主催：千葉商科大学 協力：釧路市

釧路市内に事務所、事業所等がある法人、または個人事業主
※就労体験は、大学生が就職先を選ぶ際の重要な要素の一つです
※大学生の採用に関心がある、大学生からの意見や、新しい視点を
聞いてみたいといった企業は、積極的にご応募ください

https://logoform.jp/form/5Kjn/1342153
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＜釧路市が本事業に取り組む理由＞

受入に関しての依頼事項等

上記報酬以外の旅費や宿泊費等の受入企業側の負担はありません

報酬・交通費

費用負担

保 険

有償での受け入れをご検討ください

就労体験中のケガ等に係る保険は大学側で加入します
※有償で受入れの場合は労災保険が適用になる場合があります

宿泊場所 学生はホテル等に宿泊しますが、社宅等があれば、ご提供ください

業務内容
見学ではなく、「実務」「通常業務」をお願いします
業務内容詳細につきましては、学生とのマッチング後に相談の上、決定します

その他

ご応募いただいたとしても、学生数や学生の希望職種等により、学生が配置さ
れないなど、希望に添えない場合がありますので、ご了承ください。
今後も、大学生就労体験事業を実施予定です。実施の際には、今回お申込みい
ただいた企業の皆さまへ、ご案内させていただきます（希望企業のみ）。

千葉商科大学の概要

●教育理念

●学生数（令和７年５月１日現在）

●所在地

実学教育を通じて時代に適応する倫理観の強い人材を養成。全学共通カリキュラム
と４学部6学科すべてにおいて社会に貢献するための先進的な実学教育を実現。
◼ 全学共通カリキュラム：幅広い教養と高い倫理観を身に着ける
◼ 商経学部：多角的な視野と専門的な知識を力に経済社会の発展に貢献する

人材を養成
◼ 総合政策学部：「公共」の視点に秀でた人材を養成
◼ サービス創造学部：これまでにない新たなサービスを世に創造する人材を養成
◼ 人間社会学部：社会課題解決のために新しい価値を創造する「サステナビリティ

人材」を養成

5,907名

千葉県市川市国府台(こうのだい)1-3-1

●就職率（令和７年3月卒業生）

98.4％

就業時間 受入企業の一般的な就業時間を適用してください

就労体験開始までのフロー

申込

＜企業＞

受付

＜市＞

学生と企業
マッチング

＜千葉商科大学＞

オンライン
での顔合わせ

＜学生⇔企業＞

就労体験
開始

＜企業＞

（１２月１６日まで） （１月上旬）※大学が決定。面接なし

釧路市では、関係人口の拡大、大学との関係性づくりを目的に、大学生の就労体験やイン
ターンシップ、ゼミ合宿、フィールドワーク等の誘致を行うこととしました。これだけをゴー
ルとはせず、最終的には18歳から22歳までの定住人口の増を目的に、サテライトキャンパ
ス誘致を目指していきます。なお、サテライトキャンパスを誘致するためには、大学との関
係性づくりが重要と言われています。今後も、本事業のような取組を積み重ねていきます。


